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令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
令
和
元
年
度
決
算
で
は
、
歳
入

の
根
幹
で
あ
る
市
税
が
、
法
人
市

民
税
の
大
幅
な
減
収
と
な
っ
た
も

の
の
、
地
域
活
性
化
応
援
寄
附
金

の
増
収
や
固
定
経
費
の
徹
底
し
た

見
直
し
な
ど
、
財
源
確
保
に
努
め

た
。
歳
出
で
は
、
５
つ
の
政
策
を

柱
に
、
時
機
を
逃
さ
ず
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
。「
都
市
づ
く
り
」で

は
、
企
業
が
活
発
に
活
動
を
展
開

で
き
る
都
市
機
能
強
化
策
を
推
進

し
た
。「
産
業
の
活
性
化
」で
は
、

工
業
製
品
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
な
ど
に
よ
り
、
産
業
競
争
力
の

強
化
や
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
た
。

「
地
域
福
祉
社
会
の
実
現
」
で

は
、
医
療
や
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
能
力

に
応
じ
て
自
立
し
た
生
活
が
営
め

る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
。「
子
ど
も
・
女
性

政
策
」
で
は
、
女
性
の
活
躍
を
推

進
す
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
策

や
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

を
進
め
た
。「
都
市
の
質
の
向
上
」

で
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
新
消
防

本
部
庁
舎
が
完
成
し
、
災
害
時
は

十
分
に
機
能
が
発
揮
で
き
る
と
確

信
す
る
。
決
算
等
審
査
意
見
書
に

記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
綾
瀬
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に

よ
る
地
域
経
済
効
果
を
高
め
る
た

め
、
交
流
人
口
の
確
保
や
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的

に
、
道
の
駅
整
備
に
向
け
た
協
議

を
進
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
密
着
し
、

市
民
目
線
に
立
っ
た
施
策
の
実
施

を
望
み
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
創
政
会
）

●
令
和
元
年
度
決
算
の
新
規
・
拡

充
事
業
を
、
５
つ
の
政
策
に
沿
っ

て
評
価
す
る
。「
都
市
づ
く
り
」で

は
、
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
事
業
用
地
内
の
移
転
完
了

や
周
辺
道
路
の
交
通
対
策
が
進
ん

だ
こ
と
を
評
価
す
る
。
供
用
開
始

が
当
初
予
定
か
ら
遅
れ
て
い
る
た

め
、
県
や
中
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
と
連
携
し
、
一
刻
も
早
い
供

用
開
始
を
要
望
す
る
。「
産
業
の
活

性
化
」
で
は
、
市
内
中
小
企
業
生

産
性
向
上
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
事
業
を
行
い
、
専
門
家
の
適

切
な
助
言
に
よ
り
経
営
改
善
に
つ

な
げ
た
。
今
後
も
、
企
業
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
官
民
一
体
で
の
推
進

を
期
待
す
る
。「
地
域
福
祉
社
会
の

実
現
」で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
、
地
域
社
会
の
担
い
手

と
な
る
施
策
と
し
て
、
本
市
独
自

の
多
様
性
自
発
型
社
会
参
加
を
促

進
し
た
。
生
活
困
窮
世
帯
の
中
学

生
へ
の
学
習
支
援
は
、
全
員
が
高

校
進
学
を
果
た
し
て
い
る
。
貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
さ
ら

な
る
充
実
を
願
う
。「
子
ど
も
・
女

性
政
策
」
で
は
、
病
児
保
育
施
設

整
備
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
た
。

女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
働
き

方
が
多
様
化
す
る
中
、
社
会
的
ニ

ー
ズ
が
高
く
、
有
用
な
事
業
と
評

価
す
る
。
「
都
市
の
質
の
向
上
」

で
は
、
新
消
防
本
部
庁
舎
建
設
や

災
害
用
仮
設
風
呂
の
設
置
な
ど
、

一一
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成成

昨年との比較
歳出決算額会　計　名

伸び率増減

１．５％４億３，００２万円２９２億９，８９６万円一 般 会 計

△５．１％△４億６，７２７万円８７億６，２９３万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

７．２％２億２，０４０万円３２億７，３４０万円下 水 道 事 業

△３２．０％△１億　７１２万円２億２，７４４万円深谷中央特定土地区画整理事業

５．７％２億８，１８２万円５２億６，４５７万円介 護 保 険 事 業

３．８％３，９８７万円１０億８，１６６万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

△０．２％△３，２３０万円１８６億１，０００万円計

０．８％３億９，７７２万円４７９億　８９６万円合　　　計

令和元年度各会計の決算規模

反反

対対

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
支
え

る
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
の

財
政
運
営
に
は
課
題
が
山
積
し
て

い
る
が
、
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と

を
要
望
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
令
和
元
年
度
の
歳
入
は
、
対
前

年
度
比
約
４
億
円
の
増
と
な
り
、

財
政
の
健
全
化
比
率
に
実
質
赤
字

は
な
く
、
健
全
な
財
政
運
営
が
さ

れ
た
と
評
価
す
る
。
市
税
の
減
収

に
伴
う
、
自
主
財
源
比
率
の
減
が

心
配
だ
が
、
地
域
活
性
化
応
援
寄

附
金
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
新
た

な
財
源
確
保
策
を
期
待
す
る
。
道

の
駅
の
整
備
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
期
待
を
背
負
う
も
の
で
あ

る
。ア
ク
セ
ス
に
懸
念
が
あ
る
が
、

魅
力
に
あ
ふ
れ
、
こ
こ
に
し
か
な

い
施
設
で
あ
れ
ば
、
乗
り
越
え
る

こ
と
は
可
能
で
、
道
の
駅
本
体
と

中
身
の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。
大

山
や
富
士
山
の
眺
望
を
生
か
し
、

何
度
で
も
行
き
た
く
な
る
道
の
駅

と
な
る
こ
と
を
望
む
。
地
域
全
体

で
支
え
あ
う
超
高
齢
社
会
の
実
現

で
は
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
に
よ
り
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支
援
し
、

認
知
症
の
方
や
家
族
に
大
き
な
希

望
と
な
っ
た
。
運
営
の
諸
課
題
を

抽
出
し
、
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
な

げ
る
よ
う
要
望
す
る
。
多
文
化
共

生
の
取
り
組
み
で
は
、
日
本
語
教

室
の
さ
ら
な
る
支
援
や
音
声
翻
訳

シ
ス
テ
ム
の
充
実
な
ど
、
言
葉
の

壁
を
解
消
し
、
真
の
国
際
化
に
向

け
て
大
き
な
歩
み
と
な
っ
た
。 

小
・
中
学
校
少
人
数
指
導
で
は
、

児
童
・
生
徒
へ
の
声
掛
け
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
意
欲
が
高

ま
っ
た
。
突
然
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
多
く
の

事
業
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
市
民

の
元
気
を
取
り
戻
す
事
業
の
実
施

を
願
い
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

●
落
合
・
吉
岡
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
地
権
者
の
反
対
が
あ
り
、

地
権
者
の
組
合
は
解
散
し
た
。
市

は
事
業
実
施
を
優
先
し
て
曖
昧
な

説
明
を
繰
り
返
し
た
が
、
地
権
者

の
意
向
を
聞
い
て
事
業
を
検
討
す

べ
き
で
あ
っ
た
。
指
定
管
理
者
制

度
で
は
、
経
費
が
削
減
で
き
た
と

し
て
い
る
が
、
働
く
人
の
賃
金
が

抑
制
さ
れ
て
い
る
。
公
民
館
な
ど

で
は
、
高
齢
者
団
体
が
、
部
屋
の

使
用
料
負
担
が
大
き
い
た
め
、
利

用
回
数
を
減
ら
し
て
お
り
、
誰
で

も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
事
業
は
、
契
約
金
額
の
増
額
が

繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る

費
用
負
担
が
起
き
な
い
こ
と
を
望

む
。
光
綾
公
園
の
整
備
は
、
バ
ラ

を
メ
イ
ン
に
計
画
し
、
維
持
管
理

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
予
定
し
て

い
る
。
公
園
愛
護
会
へ
の
参
加
も

少
な
く
な
る
中
、
定
年
制
の
延
長

な
ど
で
働
く
人
の
高
齢
化
が
進

み
、
多
く
の
人
の
参
加
は
難
し
い

と
考
え
る
。道
の
駅
は
、事
業
当
初

か
ら
、
交
通
量
や
進
入
経
路
、
用

地
取
得
、
運
営
体
制
な
ど
の
問
題

点
を
指
摘
し
て
お
り
、
事
業
賛
否

の
判
断
が
で
き
る
資
料
の
公
表
を

求
め
る
。
厚
木
基
地
へ
の
児
童
の

留
学
交
流
は
、
米
軍
基
地
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
、
友
好
交
流
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
。
硫
黄
島
で

の
着
艦
訓
練
や
日
米
合
同
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
降
下
訓
練
に
、
厚
木
基
地

が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
反
対
の

意
思
を
表
明
す
る
こ
と
を
求
め
、

令
和
元
年
度
決
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
）

コスモス・キバナコスモスが咲いていました＜陽だまり公園にて＞


